
1/2　景気ウォッチャー調査（令和４年４月調査）― 沖縄（現状）―

　12．沖縄（地域別調査機関：一般財団法人南西地域産業活性化センター）

（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎

百貨店（店舗企
画）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの感染状況がまだまだ多い地域であ
るが、消費マインドは高いとみられ、衣料品や服飾雑貨の
動向が前年と比べ良くなっている。

◎
コンビニ（副店
長）

来客数の動き ・前月後半より来客数も増え、日販金額もかなり回復して
きている。

○
コンビニ（経営
者）

お客様の様子 ・来客数が増えて人の動きが活発になって、客単価や１人
当たりの買上数量が上がっている。

○

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・ゴールデンウィークも制限なしで行われるなど、国民が
新型コロナウイルスに慣れてきたせいがあるかもしれな
い。

○

その他専門店
［陶器］（製
造）

来客数の動き ・道を歩く観光客が増えている。表情も明るくなってい
る。

○

その他飲食［居
酒屋］（経営
者）

お客様の様子 ・地元客は上から会食自粛を言い渡されているので、ビジ
ネス街ではほとんど見掛けないが、観光客が増え始めてお
り、徐々に予約が入り始めている。

○

観光型ホテル
（代表取締役）

来客数の動き ・最低だった１～２月と比べて宿泊客数は増えている。た
だし、2019年比40％程度である。料飲部門は、昼食や会議
は増えているが、宴会はほぼゼロである。

○
観光名所（職
員）

来客数の動き ・ゴールデンウィークは良い。

○

住宅販売会社
（役員）

来客数の動き ・まん延防止等重点措置が解除され、住宅売買の問合せや
内覧者も徐々に増えつつあり、成約件数もある程度見込め
そうである。

□

旅行代理店（マ
ネージャー）

販売量の動き ・まん延防止等重点措置が解除され約１か月、新型コロナ
ウイルスの新規感染者数が高止まりしていて、なかなか需
要が伸びずゴールデンウィークの予約もかなり低調であ
る。

□

住宅販売会社
（代表取締役）

お客様の様子 ・投資、住宅建築に関する相談件数が減少傾向にある。ま
た、金融機関の融資スタンスが厳しくなっている。

▲

スーパー（企画
担当）

来客数の動き ・来客数は下げ止まりの状態にあるが、コロナ禍で節約志
向が強まった影響で客単価が落ちており、厳しい状況であ
る。

▲

観光型ホテル
（企画担当）

販売量の動き ・ホテルの１月の販売室数が前年比36％増加なのに対し、
４月の販売室数は前年比１％増加とプラス幅が小さくなっ
ている。

▲

通信会社（営業
担当）

来客数の動き ・沖縄県の新型コロナウイルス新規感染者数が下がる気配
がないことも関連しているのか、来客数が前年の70％と
なっており厳しい状況である。

×

商店街（代表
者）

来客数の動き ・今でもまだ新型コロナウイルスの感染が高止まりでまん
延している。新規感染者数を減少できなければもろもろの
件で外出ができないので、大変危機感をあおっているとみ
られる。

×
スーパー（販売
企画）

来客数の動き ・引き続き来客数減少による厳しい状況が続いている。

◎

食料品製造業
（役員）

受注量や販売量
の動き

・沖縄を舞台にしたドラマの放映開始もあり、沖縄そば具
材の売上が好調である。新規の問合せも増加している。

○
建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・契約の兆しがやっとみえてきている。

□

輸送業（経営企
画室）

それ以外 ・新型コロナウイルスの感染者は３か月前と比べ増加傾向
にはあるが特に規制等はなく、経済活動は止まっていな
い。外食業界、観光業界も物量にさほど変化はなく維持し
ている。

▲
窯業土石業（取
締役）

受注価格や販売
価格の動き

・受注、生産とも大きな変化はないが、原材料の価格高騰
の影響で利益率が低下している。

▲

会計事務所（所
長）

それ以外 ・ウクライナ情勢、コロナ禍による物流停滞で、物品のコ
スト上昇分が所得ではカバーできない人が増えている。

× － － －

◎

学校［専門学
校］（就職担
当）

求人数の動き ・大手企業を中心に各企業の新卒採用が始まっており、多
くの求人が届いている。初めての企業からのアプローチも
あり、需要の高さを実感している。

家計
動向
関連

(沖縄)

企業
動向
関連

(沖縄)

雇用
関連

(沖縄)
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○

人材派遣会社
（経営者）

求人数の動き ・派遣依頼が前月まで停滞していたが、中旬から動き出し
てきている。新規依頼や既存客の増員の依頼も増えてい
る。

○

人材派遣会社
（総務担当）

求人数の動き ・求人案件が増加傾向にある。新型コロナウイルス関係も
新型コロナウイルス新規感染者数が減少しない限り、延長
傾向にある。

○

求人情報誌製作
会社（営業）

求人数の動き ・３か月前と比較し、求人数は約10％増加している。当初
は減少と見込んでいたが、接客、サービス系における求人
数の増加が３か月前の予測を上回り、その結果が増加分と
いえる。３年ぶりに何の制限もないゴールデンウィークと
なるため、マンパワー確保への採用意欲と推測している。

○
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新型コロナウイルス新規感染者数の増加を受けても、求
人件数の減少は見受けられない。

□ ＊ ＊ ＊

▲ － － －

× － － －

雇用
関連

(沖縄)


